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昨
年
十
月
十
日
、
總
持
寺
に
て
入
山
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
禅
師
さ
ま
に
は

こ
れ
ま
で
に
二
回
宝
泉
寺
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
平
成
十
三
年
に

先
代
方
丈
様
の
結
制
に
お
呼
び
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
大
変
優
し
い
お
人
柄
で
、
あ

り
が
た
い
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
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〒948-0103
新潟県十日町市小泉
水澤山宝泉寺
電話（025）752-2924

 

宝
泉
寺
梅
花
講
の
ご
案
内

日
時
　
毎
月
第
一
、
第
三
木
曜
日

　
　
　
午
後
二
時
～
三
時
半

・
い
つ
か
ら
で
も
お
気
軽
に
ご
参

　
加
く
だ
さ
い
。

・
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
を

鑑
み
、
宝
泉
寺
だ
ん
ご
ま
き
、

観
蓮
会
は
中
止
し
ま
し
た
。

　
来
年
を
楽
し
み
に
待
っ
て
て
下

さ
い
。

・
八
月
五
日
の
施
食
会
と
檀
家
様

宅
の
お
盆
の
お
経
は
、
予
定
通

り
実
施
し
ま
す
。

宝泉寺の歴史
本堂拝観
十六善神
二千年蓮

本葬儀
晋山式
2006 年の豪雪
2008 年観蓮会

墓地
宝泉寺報�

「十日町市宝泉寺」と
入力して検索すると
宝泉寺が出ます。

ごらんください!
宝泉寺

ホームページ

39、38、37、��36、35、
34、�33、32、31、30

本寺双林寺五一世石附周行師
大本山總持寺禅師様に御就任

大本山總持寺入山式にて（令和３年）

宝泉寺にて（平成 13年）
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吉
田
中
学
校
生
徒
坐
禅
体
験

　
令
和
三
年
十
月
十
日
、
二
学
年
十
五
名
と
先
生
方
及
び
保
護
者
の
皆
様
が
宝
泉
寺
に
来
山
。

多
く
の
生
徒
は
だ
ん
ご
ま
き
で
来
た
生
徒
が
多
か
っ
た
で
す
。
坐
禅
は
個
人
が
宇
宙
と
一
体

に
な
る
試
み
と
話
し
ま
し
た
。
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庫裡の屋根、側板塗装工事（令和 3 年　秋）

上
物

	

新
発
田	

丸
山
　
清
司 

殿 

　
　
三
〇
万
円

仏
壇
開
眼
供
養
料

	

十
日
町	

柳
　
　
久
　 

殿 

　
　
　
五
万
円

永
代
供
養
料

	

山
谷	

丸
山
　
和
子 

殿 

　
　
三
〇
万
円

	

苧
島	

柳
　
　
貞
子 

殿 

　
　
七
〇
万
円

	

新
発
田	

丸
山
　
清
司 

殿 

　
五
〇
〇
万
円

善
神
堂
仏
壇
納
骨
施
設
使
用
料

	

松
本	

馬
場
　
匡
三 

殿 

　
　
三
〇
万
円

	

山
谷	

丸
山
　
和
子 

殿 

　
　
三
〇
万
円

	

苧
島	

柳
　
　
貞
子 

殿 

　
　
三
〇
万
円

永
代
供
養
墓
使
用
料

	

下
条	

馬
場
　
ナ
カ 

殿 

　
　
二
〇
万
円

	

苧
島	

柳
　
　
貞
子 

殿 

　
　
二
〇
万
円

	

山
谷	

柳
　
千
江
子 

殿	

　
　
二
〇
万
円

位
牌
座
永
代
使
用
料

	

長
岡	

石
澤
　
正
二 

殿 

　
　
一
〇
万
円

	

山
谷	

関
口
　
藤
雄 

殿 

　
　
一
〇
万
円

春
、
秋
彼
岸
、
お
盆
供
養

	

大
津	

柳
　
　
朝
子 

殿 

　
　
　
三
万
円

	

平
塚	

丸
山
　
早
苗 

殿 

　
　
　
六
万
円

	

静
岡	

平
野
　
雅
浩 

殿 

　
　
　
二
万
円

	

さ
い
た
ま	

酒
井
　
宣
俊 

殿 

　
　
　
二
万
円

	

新
宿	

中
道
恵
美
子 

殿 

　
　
　
一
万
円

		
	

	

庫裡正面　屋根の塗装から５段の足場

東側

庫裡の裏側

屋根の洗浄
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宝 泉 寺 の 仏 様

「観音さま」こと観音菩薩とは『観音経』
や『般若心経』などに登場する菩薩の一尊 
( いっそん )。如来になるために修行中の
身で、世の中のありとあらゆる人を救うた
めに様々な姿に変身します。本来は男性で
あったと考えられていますが、美しい女性
の姿の像が多く作られ、特に日本や中国な
どで広く信仰を集めています。

賓頭盧（びんずる）は、釈迦の弟子の 1 人。
獅子吼第一と称される。名がピンドーラ、
姓をパーラドヴァージャである。名前の意
味は、不動、利根という。

【薬師如来】やくし - にょらい
東方浄瑠璃世界の教主。ーニの大願を発し
て、衆生の病苦などの苦患を救い、 身体的
欠陥を除き、さとりに至らせようと誓った
仏。古来医薬の仏として尊信される。その
像は、左手に薬壺または宝珠を持ち、右手
に施無畏 ( せむい ) の印を結ぶのを通例と
する。

奪衣婆（だつえば）冥府の葬頭河 ( 三途の川 )
のほとりに立っていて、亡者の衣類をはぎ
取る鬼婆。脱衣婆 ( 鬼 )、葬頭河婆ともいう。
懸衣翁がその衣を衣領樹に掛け、その技の
高低によって罪の軽重を定めるという。

【地蔵菩薩】じぞうぼさつ
釈迦 ( しゃか ) 入滅後 , 弥勒 ( みろく )菩
薩が如来 ( によらい ) としてあらわれるま
での 無仏の間、衆生を救済するとされる。
菩薩でありながら一般に僧形で、右手に錫
杖 ( しゃくじょう )、左手に宝珠をもつ。
日本では平安時代からひろく信仰され、と
くに子供の守り仏とされる。

【閻魔王】えんま - おう〔- ワウ〕
インド神話で、正法 • 光明の神。のち死の
神と考えられ、仏教では、冥界（めいかい）
の王、地獄の王として、人間の死後に善悪
を裁く者とされる。閻魔。閻魔大王。


